
（１）応募資格

当財団の奨学生となる者は、次の各号のいずれにも該当しなければなりません。
① 日本国籍を有し、学資の援助をすることが必要であると認められる者
② 日本国内の高等専門学校、大学（短期大学は除く。）及び大学院に在籍していること
③ 将来、社会的に有益な活動を目指す者
④ 下記のいずれかの分野に関連する科目を履修できる学科に在籍していること
＜関連分野＞

機械工学系、電気電子工学系、情報工学（画像処理・制御）系
⑤ 給付期間すべてに、修学している学校に在籍していること（休学は対象外）
⑥ 志願者が応募年４月１日の時点で１８歳未満の未成年の場合、保護者（※血縁の有無を問わない）の合意が得られてい

ること
※血縁関係のない保護者：里親（児童福祉法に基づく）、法定後見人（未成年後見人等）、児童養護施設等の職員等

⑦ 次のいずれかの学業成績を対象として、その成績が以下のア～エの通り優秀であること
ア． 標準化GPA（平均成績）が2.4以上

・大学・大学院の在校生（2年生以上）の場合は、当該学校の入学時から直近までのGPAを基に算出
・大学院の新入生（1年生）の場合は、大学在籍時におけるGPAを基に算出

イ．評定平均が3.5以上
・大学の新入生（１年生）の場合は、高等学校３年時における評定平均
・高等専門学校の在校生（2年生以上）の場合は、前学年における評定平均

ウ．代替指標が3.０以上
・高等専門学校の新入生（１年生）の場合は、中学校３年時の成績に基づく５教科（国語・数学・英語・理科・社
会）の評定より算出した代替指標

エ．高等学校卒業程度認定試験の合格者であること

（３）応募期間

（２）奨学金

（４）採用者数

採用予定人数は８名を上限とします。採用の結果は、志願者へお知らせ致します。
但し、学校を経由して出願があった場合に限り、選考結果は学校にも通知致します。

給付額 ：年額３６万円（返還義務はありません）
給付期間：令和８（2026）年４月１日～令和９(2027）年３月３１日
給付方法：月額３万円の６ヶ月分（１８万円）を年２回、本人または、保護者名義の銀行口座に送金する。

出願受付：令和８（2026）年６月１５日（月）～８月１５日（土）まで 当日必着
一次選考：書類審査（８月下旬）    二次選考：テーマ論文 (９月上旬以降)
 ※二次選考の詳細は一次選考通過者のみにご案内いたします。

03 募集要項

（５）応募書類

① 願書（郵送出願の場合）または、家族状況届（オンライン出願の場合）
※様式は当財団ＨＰよりダウンロードができます。顔写真を必ず貼り付けてください。

② 学生証のコピー
③ 収入を証明できる書類（生計維持者の前年度分の源泉徴収票など）
④ 成績証明書（出願受付期間内に発行されたもの）
⑤ 下記の書類のうち該当するもの

ア． 標準化GPA計算書（大学及び大学院の在校生で２年生以上または、直近の学歴が大学である大学院の１年生）
イ． 学習成績の状況計算書（大学１年生または、高等専門学校の２年生以上）
ウ． 代替指標の計算書(高等専門学校1年生）
エ． 高等学校卒業程度認定試験合格証明書（大学１年生で該当する場合）
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（６）応募方法

当財団ＨＰの募集要項へ
（https://okanodenki.org/%e5%8b%9f%e9
%9b%86%e8%a6%81%e9%a0%85/）

家族状況届等の必要書式をダウンロード

応募フォームより必要事項
を入力し「（５）応募書類」を
アップロード

出願完了メールを受信出来
たら、奨学金出願の受付は完
了です。

当財団ＨＰの募集要項へアクセスし
（https://okanodenki.org/%e5%
8b%9f%e9%9b%86%e8%a6%

81%e9%a0%85/）願書をダウン
ロード

願書（Excel）に記入のうえ
「（５）応募書類」を準備

応募書類一式を下記の住所宛にご送付
ください。
〒203-0003
東京都東久留米市金山町二丁目８番１８号
一般財団法人オカノ電機財団 事務局宛

※学校で取りまとめて出願される場合は、出願方法は当財団ＨＰの募集要項をご参照ください。

ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ１

２．願書の提出による出願

１．ＨＰからの出願

一次選考通過者のみ、二次選考として以下のテーマ論文を実施致します。
＜テーマ論文＞

『これからの日本に必要な技術革新、その実現に向けて果たしたい役割、そして現在の学びとのつながりについて』
＜論文に盛り込むべき内容＞

・工学分野を志した理由
・これまでの学習内容、研究活動又は課外活動
・現在関心を持っている工学分野と、今後深めたい専門性
・将来実現したいこと、又は目指す技術者像
・奨学金を受給した場合の活用方法

※論文には、ご自身の経験や考えを交えて、 ４００字以上、８００字以内で具体的に記載してください。
※提出にあたっては、Googleフォームを介して提出して下さい。

ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ１

（８）二次選考

（７）一次選考基準（書類審査）

一次選考の選考基準は下記になります。
①学業成績にて優秀な成績を収めているか
②願書に基づき志願した理由並びに品行等
③家計及び世帯状況
※選考内容の詳細はお答えできかねますのでご了承ください。

03 募集要項

（９）結果通知

選考結果については、当財団事務局から文書にて通知します。応募書類は返却できません。なお、応募書類に記載されて
いる個人情報は、個人情報保護に関する法律の趣旨に基づき、厳重に管理します。
（合格後提出書類）
① 奨学金受領指定書 ② 預金通帳の店番号、口座番号掲載部分のコピー

※対面受取が必要な郵送方法は、ご遠慮ください。



奨学生が次のいずれかに該当した場合は、奨学金を停止又は打ち切ることがあります。
① 傷病のため成業の見込みがないと ⑥ 退学したとき
② 素行が不良となったとき ⑦ 在学学校で処分を受けたとき
③ 奨学金を必要としなくなったとき ⑧ 願書ならびに届出の内容に虚偽があったとき
④ 奨学金の使途が適当でないとき ⑨ その他応募資格に定める奨学生としての資格を失ったとき
⑤ 休学が適当でないとき

（１３）その他の注意点

（１２）奨学生の進路

当財団の奨学金給付事業に係る奨学生の応募及び奨学金の給付は、奨学生の卒業後の進路等について一切の制約を課
すものではありません。

奨学生は、次の各号のいずれかに該当する場合には当財団に直ちに届出行っていただきます。
① 傷病その他の事故により１カ月以上欠席したとき
② 休学、復学、退学したとき
③ 本人の住所、その他重要な事項に変更のあったとき

（１１）奨学金の停止又は打ち切り

【 出 願 受 付 】

令和８（2026）年６月１５日（月）～８月１５日（土）当日必着

（生活状況（中間）報告書及び終了報告書）
奨学金受給中に 1 回、生活状況（中間）報告書（指定書式）により学生生活等の経過報告を行ってください。
受給期間が終了したときは、終了後 1 か月以内に、終了報告書（指定書式）を提出して下さい。
生活状況（中間）報告書又は終了報告書の提出がない場合は、給付済み奨学金の一部または全額の返還を求めることが
あります。
また、提出いただいた内容の一部を個人情報が特定されない形にて当財団の活動報告としてＨＰに掲載させていただくこ
とがあります。

（１０）奨学生の義務

一般財団法人オカノ電機財団 事務局

〒203-0003 東京都東久留米市金山町二丁目８番１８号

ＵＲＬ ：https://okanodenki.org/

※ご質問などはホームページ記載の「お問い合わせフォーム」よりお願いいたします。

03 募集要項

04 お問い合わせ
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